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　それから，各星座には“三星”といふものが定められ，此の三星から東へ追
星の入宿度とV・ふものが，所属する二十八宿の中の三星から測られた。之れが
今日の赤経に相當するわけである，N，赤緯の代りに，“去極度”といふものが
用ゐられた．之れは2Pち，赤道の北極からの北極距離角である．
　“四三”といふものは，格式ばつた支那星座中に：於いて，誠に興味深いもので
ある．之れは，二十八宿を四等分し，各一宿つつにわたって，龍と輻と虎と鳳
と，四つの出面が横たはってるるやうに考へられた．潤れにも永V・年にわたる
歴史があるのだが，其のせんさくは後にゆつる．とにかく，この示申聖な漿獣が
理想三家の周回を鎭治してみるといふ風に老へたのは，支那式で，頗る面白い．
　：支那の星座は，普通には，それぞれ数個の星から成ってみるが・しかし・中
には，只一個の星が其の星座を形ち作ってみるのもある．浮れなども，西洋に
は見られないものである．
　近年，西洋星座は大に整理淘汰されて，元k百歎十座あったものが・今は八
十九座のみになってみる．そして，全天球は適當に匝分されて，総ての星が必
ず此の89座中の何れかに入れられてみる．しかし，誉れは勿論星座が近代化さ
れた結果であって，元の“星座”なるものは，主な屡々によつで作られた圖形
たるに過ぎなかった．一支那の星座も，やはり，軍なる圖形であって・それ
が，今樹ほ，圖形以外に一歩も出てみない．故に大黒の星は星形の中に含まれ
てみるが，しかし，中には，（西洋にも，そんな例が，嘱しは，あった如く）圖
形がら漏れて，つまり，何れの星座にも含まれてみない星が無いではな1へ尤
も，しかし，二十八宿の匪分は徹底してみるわけだから，どんな星でも・其の
星の位置を言ひ表はすためには，“去極度”と，“入宿度”とで精密に言ひ表は
ず方法は付V・てるる．
　因みに，既刊の本誌の附鋒に支那星座の略圖を印行したことがある．甚だザ
ツとしたものであるけれど，初めての人が大挙の概念を獲るためには・役に立
つことと思ふ．よって，こ曳に再び其の出所を表示する．
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